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第1章 序論
地理的 に隣接 して いる日本 と韓 国。 それぞれ国で国語 と呼 ばれて いる日本語 と韓 国語 はその
地理 的条件 によって早 くか ら学 習書 が発行 され るな ど両言語 の対照研究の芽生 え は古 い と言 え
る。 また、 国際化 が唱え られてい る今 日において外国語教育の重要性 が益 々強調 されて、外 国
語 としての 日本語 と韓 国語 の教育 が流行 してその対照研究への試 み も多 くなっている。 しか し、
日 ・韓:両言語 の体 系の全般 にわた って の相違点及 び類似点が十分 に究明 されてい るとは言 えな
い。 い ままでの対照研究 が限 られた もの に集中 しているのがその原因の一 っ と考 え られる。 た
とえば、 い ままでの対照研究 では格助詞、提題助詞、 ヴォイス、 アスペ ク ト、動詞、授受表現、
指示詞、種 々の構文、語彙、敬語、言語 行動 などの問題が主 に考察 されて きた。単文 や複文 の
構造 など、文 にっ いての問題 はまだ十分 に検討 されて いない ままであ る。
そ こで、本稿 は 日 ・韓両言語 の体 系を究明するための一環 として 日本語 と韓国語 の複文 にっ
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いて その相違点及 び類似点 を明 らかにす る ことを研 究 目的 とす る。複文 の中の従属節 に現れ る
諸要素 の中で も特 に主節 と連体修飾節 を繋 ぐ要素 に焦点をあてて、 その統語的、意味的 な相互
関係 を記述 す る。 なお、 その類似点 と相違点 を対 照す ることで 日 ・韓両言語 の複文 の体系作 り
を試 み る。
第2章 複文 とは
第2章 で は、本稿 の研究範 囲を設定す るために従属節の下 位分 類を行 った。 日 ・韓両言語 の
複 文 は並 列節 と従属節 に分 かれ るが、従属節 はまたい くつかの もの に分類 される。従来 の従属
節 の分類 にお ける基準 の曖 昧 さを補完す るために、従属節を主節 との関係 によ って分類 してそ
れ を更 に従属節 のあ り方 によ って分類す る とい う分類法を試 みた。その結果、次 のよ うな 日 ・















第3章 で は日 ・韓両言語 の内の関係 の連体修飾 につ いての先行 研究を参考 に してその一般 的
特徴 と被修飾名詞へ の転出の可能性 を検討 した。
SOV型 に属す る 日本語 と韓 国語 は内の関係 の連体修飾語 にお いて共通 の一般 的特徴 を持 っ
ていて、相違点 と言 えるような もの は少 ししか見 いだす ことがで きなか った。 日本語 の内の関
像 の連体修飾節 において主格 の 「が」 は 「の」 に替 え られ るが、韓国語 にはその ような現象 は
なか った。 その ほかに、連体修飾節 の述語 を終止形か ら連体形 にす る時、韓国語 の場合 は時 制
によ る冠形形語尾 の選択が多様であ るとい うぐらいで ある。
被修飾名詞 への転 出の可能性 において も大差 は見当 た らなか った。一般 的に 日 ・韓両言語 に
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お いて被修飾名詞へ の転 出の可能 性 は従属節 の述語 との関係(被 修飾名詞が元の文 で ど うい う
格関係を持 って いたのか、述語 の意 味)に よ って大 き く影響 される。 その可能性 は主格が最 も
高 く、次 に目的格 そ してその他 の補充成分 の順 になる。その他の補充成分 といって も意味 によっ
て さ らに区分 され、 その意味 によって可能性 に差が生 じて くる。被修飾名詞への転 出の類型 は
大 き く三つ に分 け られ る。
①被修飾名詞へ の転 出が何の制約 もな くで きる場合
②格 助詞 や述語 の意味 によって被修飾名詞へ の転 出の可能性が異 なる場合
③被 修飾名詞 への転出が全 くで きない場合
① と③ の場合 はその可能性の判定 に異見が ないが、② の場合 は研究 によって可能性 の判定 に異
見があ るほど判 定 しに くい。本稿 では、格助詞の意 味を細分 して、 また、主節 の述語 の意 味を
検討 して、被修 飾名 詞への転 出の可能性 をよ り明示的に提示す ることがで きた。
第4章 補充名詞 の内容節
第4、5章 で取 り上 げた連体修飾節の中の一種 である外 の関係の連体修飾 とい うのは被修飾
名詞 に何 かの説 明を付加 する ことでその内容 を補充す る。実質的な意 味 は持 たず、 いっ も何 か
の修飾要素 を必要 とす る形式名詞、そ して実質 的な意味を持 ってい るものの、 その内容 を補充
す る要素 を伴 って使 われ ることが多 い 「話、点、連絡、考え、気、方法、結果、前、後 …」 な
どの補充名詞 はその欠如 されて いる内容 を補充す るたあ に外 の関係 の連体修飾節 を必要 とす る。
第4、5章 では 「外 の関係 の連体修飾節」 の被修飾部であ るこれ らの 「補充名詞」 と 「形式名
詞」の特性 にっ いて考察 した。
まず、 日 ・韓両言語 の補充名 詞 の分類 を行 った。 「内容補 充」 と 「相対 補充」 とい う寺村
(1981)の 用語 を もって補充名詞 を次の三 つに分 けた。
① 「内容補充」 の連休修飾節 だけを取 る名詞
② 「内容補充」 または 「相対補充」 の連体修飾節 を両方 とも取れ る名詞
③ 「相対 補充」 の連体修飾節 だけを取 る名詞
① と② の場合 は補 充名詞 と修飾節 との間 にっ なぎの形式 「トイウ」、 「一kohanun」 の介 入 が で
きるが、③ の場合 は補充名詞 と修飾節 との間 に 「トイウ」、「一kohanun」 の介入 がで きない。
次 に上 の分 類を もとに して連体修飾節 と補充名詞 との間に見 える 「トイウ」 と 「一kohanun」
はど うい う働 きを しているのか を考察 した。 「内容補充」 の連体修飾節 だ けを とる補充 名詞 と
修飾節 との間 に現れ る 「トイウ」 と 「一kohanun」 は修飾部の意 味す る事柄 を 「抽象的 な概念」
と して解釈 させ た り、話 し手 にとって疎遠 な関係 な もの と して解釈 させ た りす る。 韓 国語 の
「一kohanun」 が 「somwun(噂)poto(報 道)cenen(伝 言)」 などの補充名詞 に前 接 した場 合
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は 「引用」 とい うその本来 の意味が多 く残 ってい る。「内容補充」 また は 「相対補 充」 の連体
修飾 節 を両方 と・もとることがで＼きる補充名詞 と修飾節 との間の 「トイウ」 と 「一kohanun」 は
修 飾部の意味す る事柄 を 「類型 と しての例 示」 す る働 きをす る。「トィ ウ」 は この よ うな意 味
機能 の ほか に連体修飾 のあ り方が 「内容補 充」 なのかそれ とも 「相対補充」なのか という修飾
節 と被修飾名詞 の関 わ り合 いを明示す る統語 的な働 きもしている ことが分か った。以上 の トイ
ウ/一kohanunの 意味機能を まとめ ると次 のよ うになる。





トイ ウ/一kohanun(義 務)→ 抽 象 的 な概 念 、 疎 遠(引 用)
(可)→ 抽象 的 な概 念 、 疎 遠
(不 可)→ 具体 的 な動 作 、 親 密
トイ ウ/一kohanun(可)→ 類 型 と して の例 示
トイ ウ/一kohanun(不 可)→ 個 別 的事 象 と して の 提 示
トイ ウ/一kohanun(不 可)→ 個 別 的事 象 と して の提 示
我 々は普段 の会話 の中で よ く聞 き取 れなか った ものを相手 に問 い返す ことがあ る。連体修飾
節 を受 けて いる補充名詞が よ く聞 き取 れな くて問 い返す時、修飾のあ り方 が 「内容補充」 なの
かそれ とも 「相対補充」なのか によって、「どんな」 と 「なんの」 の選択 に差が見 える。「内容
補充」 の連体修飾節 を受 けて いる補充名詞 を問い返す時 は 「どんな」 が使 われ、 「相 対補 充」
の連体修飾節 を受 けて いる補 充名詞 を問 い返す時 は 「なんの」が使 われ る傾 向 が あ る。 「どん
な」 はある物事 の 「属性、 内容、様子」 をさ らに詳 しく説明す ることを要求 す るとい う 「説 明
要 求」 の意味機能を持 ってい る。 「どんな」の 「説 明要求」 とい う意 味機能 はあ る物事 とい う
一点 か らその 「属性
、内容、 様子 …」 を さらに詳 しい説明へ とその方向を広 げてい く遠心 的な
ものである。一方、「なん の」 は提示 された、 また は提示 しよ うとす る、「あ る属性、 内容、様
子」 についてそのラベル付 けを要求す るとい う 「ラベル付 け要求」 の意 味機 能 を持 って い る。
「なんの」 の 「ラベル付 けの要求」 とい う意味機能 は提示 された 「属性、内容、様子、…」 の周
辺 か らラベル という一 点へ凝縮 させてい く球心的 な もので あると考 え られ る。
韓 国語 の 「etten」と 「mwusun」 の使 い分 けに もい くっかの要素が関与 す る。連体 修飾 節 の
あ り方 が 「内容補充」なのかそれ とも 「相対補充」 なのか ということが使 い分 けの最 も優先 的
な基準 にな っている。話題 につ いて何 かの情報 を持 って いるか どうか とい う情報 の新 旧 もその
選択 の要素 にな る。 その他 に問 いの提示 のや り方が遠回 し的(遠 心 的)な のかそれ とも核心 に
迫 るような(球 心的)接 近 なのか とい うことも一っ の要素 と考え られ る。 このよ うな要素が関
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連 す る中 で 「et七en」は 「説 明 要 求」 を・ 「mwusun」 は 「ラベ ル付 け の要 求 」 を して い る の で
あ る。 次 は 日 ・韓 両 言 語 補 充 名 詞 の疑 問表 現 を ま と め た もの で あ る。
「内容 補 充」+補 充 名 詞 → どん な → 説 明要 求 ←etten
「相 対 補 充 」+補 充 名 詞 → な ん の → ラベ ル付 け要 求 ←mwusun
第5章 形式名詞の内容節
第5章 で は外の関係の連体修飾節 の形式名詞 を意味,先 後 行の統語要 素 によ って分類 した。
日 ・韓両 言語 には形 式名詞(韓 国語 で は不完全名詞 または依存名詞 と呼ばれて いる)と い う一
群 の名詞 があ る。 この形式名 詞 とい うの はその目録 の選定 に多 くの異見 が見 られ ているよ うに
その範 囲を決 めるの は難 しい作業 であ る。本稿 の目的 は形式 名詞 その もの にっ いての考察で は
な くて,連 体修飾節 との関係 についての考察 なので目録 の選 定 には深入 りを しなか った。 日 ・
韓両言語 の形 式名詞 は意 味 によって大 きく具象形式名詞,時 間 ・空 間の形 式名詞,抽 象形式名
詞 に分 けることがで きた。 また,連 体修飾節 の述語 の時制 による分類 と主 節 ㊥述語 との統語制
約 によ る分類 も試 みた。形式名詞 の中には決 まった助詞 と しか統合 で きない よ うに形 式化 され
て接続助詞化 された り,さ らに形式化 がすすんで指定詞 と結 合 したムー ドの助動詞 のよ うな も
のにな るのがあ る。接続助詞へ と品詞 は変わ らな くて も助詞 を伴 って,時,原 因 ・理由,条 件,
譲歩,様 態,目 的,程 度 な どを表す副詞語 にな ることが多 い。 このよ うな特 徴の故 に形 式名詞
による外 の関係 の連体修飾節 は 「連用節(副 詞 節)」 と呼ばれ た りす るので あろ う。
(具象形式名詞)形 式化
凱 業 式名言司-1慧:'鱒 翼醐動言司イ、
第3節 で は 「可 能 性 」 と い う ム ー ドの助 動 詞 の よ うな意 味 用 法 を 持 っ て い る 「こ と」 と
「SWU」 にっ いて 考察 した。
多 様 な使 わ れ方 を見 せ て い る 「こ と」 は 「可 能 」 や 「可 能 性 」 の 表現 に使 われ る場 合が あ る。
そ の時 の 「こ と」 は韓 国 語 の形 式 名詞 「swu」 に対 応 す る。 可 能 表 現 に見 え る 「こ と」 を 含 む
構 文 は可 能 の程 度 を 表 す 「や す い」 構 文 に言 い換 えが で きて,「swu」 を 含 む 構 文 は 「swipta」
構 文 に言 い換 えが で き る。 な お,「 こ と」,「や す い」,「swu」,「swipta」 は 「可 能 」 か ら 「可
能 性 」 へ と意 味 が 拡 張 され て い る,つ ま り,ム ー ドの助 動 詞 に近 寄 って い る と い う点 で共 通 し
て い る。 次 に 日本 語 の 「こ と」,「 や す い」 と韓 国 語 の 「swu」,「swipta」 の 意 味 用 法 を考 察 し










既定 ノ事実 デアッテモ話 シ手 ニ トッテ未
確認 デアルタメ,自 分 ノ推 測 ヲ述 ベ ル場
合 カアルイハ実 際ニハ実現 シナカ ッタ出














第6章 文 の 名詞 化 節
第6章 で は複 文 の 一 つ で あ る文 の 名詞 化 節 にっ い て考 察 した。 あ る文 が 他 の文 の 中 に埋 め 込
まれ て 名 詞 の よ うな働 き をす る こ とを文 の名 詞 化 と言 い,そ の時 使 わ れ て い る 「こ と」,「 の」,
「と ころ」 と 「一um」,「 一ki」,「kes」 を文 の名 詞 化 要素 と呼 ん だ。 文 の名 詞 化 要 素 で あ る 日本 語
の 「こ と ・の」 と韓 国 語 の 「一um・ 一ki・kes」 は文 の 内容 に よ って 使 い分 け され る。 そ の 使 い
分 け は何 に よ る もの なの か,そ の使 い分 けの要 因 を文 の名 詞 化 要 素 の 意 味 特 性 と主 節 の述 語 の
意 味 との 関 係 か ら検 討 した。
「こと ・の」 と 「一um・ 一ki・kes」 は形 態 の上 で複 雑 に対 応 しで い て そ の 対 応関 係 を 形 態 だ
けで は説 明 で きな い。 しか し,主 節 の述 語 の意 味 に よ って選 択 さ れて い る文 の 名詞 化 要 素 の 分
析 か らみ る と,両 言 語 の文 の 名詞 化 要 素 はそ の意 味特 性 に よ って一 対 一 の対 応 関 係 を示 す こ と
が で きる。 そ の対 応 関 係 を ま とめて 表 にす る と次 の よ うに な る。
文 の名 詞 化 要 素 「と ころ」 は 「一 トィ ウの介 入 性 」 と 「+同 時 性 」 の認 あ られ る名 詞 化 節 に
さ らに 「瞬 間性 」 が認 め られ る場 合 の 「の」 と交 換 で き る こ とか ら 「の」 の枠 に入 れ てお い た。
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名詞化節
日 本 語 韓 国 語
意味特性
文 の名 詞 化 要 素
意味特性
文 の 名 詞 化 要 素
主節の述語















































第7章 疑 問文の名詞化 節
第7章 で は疑問文 の名詞化節 にっ いて考察 した。疑問文が他 の文 の中 に埋 め込 まれて名詞 の
ような機能 をす ることを疑 問文 の名詞化 と称 し,そ の際見 え る 「か」 「一nci」を疑 問文名詞 化
要素 と呼んだ。 日本語 では終助詞 「か」が疑 問文名詞化要素 として用 い られて,韓:国 語で は従
来終結語尾 と呼ばれた 「一nci」が疑問文名詞化要素 と して機能 している。疑 問文名 詞化 要素 の
「か」 と 「nci」はそ の主節 に対 して何 らかの疑念 を表す 「疑念の提 示」 とい う意 味機能 を して
いる ことが分 か った。疑問文 の名詞 化節 を主題の述語 との関係 か ら三つ に分類 した。
1類:疑 問文 の名詞化節が主節 の述語 の補足語 にな っていて,格 助詞 を介 して使 われ る
丑類1疑 問文 の名詞化 節が 主節 の述語 の補足 語 にな って いるが,格 助詞(主 に,が,を/i
(ka),ul(lul))が 省略 されて使 われ る
皿類:疑 問文の名詞化 主節 と主節 の述語 の間 には格関係が認 め られず,主 節 に対す る話者 の疑
念 を表 す副詞句 として使 われ る。
1類 か ら省 略 されやすい格助詞 「が,を 」 と 「i(ka),ul(lul)」 の省略 の頻度 が多 くな っ
て,H類 へ と進 む。 それがさ らに進んで,格 助詞 とともに述語 まで省略 され たのが他 の文中 に
埋 め込 まれて,主 節 に対す る話者の疑念 を表す よ うに,そ の機能が転移 されたのが皿類だ と考
一258一
え られ る。 韓 国語 に は この1・H・ 皿類 の他 に 「一nci」疑 問 文 の名詞 化 節 が 疑 問 終 結 文 に な る
もの が あ る。 しか し,こ れ は聞 き手 目当 て の質 問 とい うよ り も疑 問 の 提起 な の で,こ れ もや は
り ■類 の連 続 と して 考 え るべ きで あ る
第8章 結論
第8章 では各章で考察 した考察の結果 をま とめて提示す る ことで結論 に代 えさせ ていただい
た。
本稿 「日 ・韓両 言語の複 文 に関す る対照研究」 の出発 点 は初 めての拙論 の 「日 ・韓:両言語 に
お ける文の名詞化要 素の対照研究 一 「こと ・の」 と 「一um,一ki,kes」 を中心 に 一」 で あ る。
その以来,主 に日本語 の連体修飾構造 に関す る問題や文 の名詞化 に関 する問題 に関心を持 って
や って きた。 今 までや って きたのを今度韓国語の複文 の対照研究 とい うことで まとめることが
で きて何 よりも嬉 しく思 う。 この結果 を もって 日 ・韓両言語 の対照研究へ の一助がで きれば幸
いであ る。
本稿 で取 り上 げた連体修飾節 や文 の名詞 化節 とい うのは複文 の一部分で,連 用 節や並列節 に
っいての考察 は今後 の機会 を待 たなければな らなか った。今後連用節 と並 列節 にっいての考察
を加 えて 日 ・韓両言語 の複文全体 の体系作 りに臨みたい と思 っている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は,「 序論」 と 「結論」 を含 め全8章 か ら成 る。
「第1章 序論」で は,本 論文の研究 目的(「 日 ・韓両言語 の体系 を究 明す るた めの一 環 と
して 日 ・韓両言語 の複文 にっ いてその類似点及 び相違 点を明 らかにす ること」)と 方法(「 日 ・
韓両言語 の従属節 に現れ る諸 要素 の中で も特 に主節 と従属節 を繋 ぐ要素 に焦点を当ててその統
語的 ・意味的相互関係 を記述 す る。」)を 述 べ,先 行研 究を概観す る。
「第2章 複文 につ いて」 で は,従 属節 の下位分類 を試 み る。 まず従来の分類を概観 した後,
その問題点 と して,分 類基準 が錯綜 している点を指摘 し,主 節 との関係 による分類 と,従 属節
の在 り方 による分類 とを明確 に区別す る ことを 提案 す る。 その上で,従 属節 を補足節 と引用節
と連用修飾節 とに分 け,補 足 節を本論文 の分析対象 と規定す る。な お,補 足節 は,連 体修飾節
と名詞化節 とに二分 され,前 者 は内の関係 の連体修飾節 と外 の関係 の連体修飾 節,後 者 は,文
の名詞化節 と疑 問文の名詞化 とに更 にさ らに細分化 される。
「第3章 内の関係 の連体修飾節」で は,日 ・韓両言語 の内の関係の連体修飾節 についての
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一般的特徴 と,被 修飾名詞への転 出可能性 につ いて検討 され る。前者 に関 して は・ 日 ・韓両言
語間 に,日 本語 にお いて主格の 「が」「の」交代 が起 こる点,韓 国語 にお いて冠形 形語 尾 の選
択が多様 で ある点,の 他 はほとん ど相違 が見 られ ない こと,後 者 に関 して も,両 言語間 に大差
は見 られず,ど ち らも,主 格,目 的格,そ の他 の補充成分 の順 にな ること,が 指摘 され る。
「第4章 補充名詞の 内容節」で は,外 の関係 の連体修飾節 の うちか ら,被 修飾名詞が 「話,
点,考 え,方 法,結 果」等 の補充名詞 であ る場合 を分析 す る。 最初 に両言語 の補充名詞 を内容
補充,相 対補充 とい う観点か ら分類 し,前 者 の場合 しかっな ぎの形式 「トイウ」,「一kohanun」
が介入 しない ことを明 らかにす る。次 にそれ らの形式 の機能 につ いて考察 し,内 容補充 のみの
場合 には,修 飾部 の意味 す る事柄 を抽象的な概念 や疎遠 な概念 として解釈 させ,相 対補充 も可
能 な場合 には,類 型 と して提示す る,と い う機能 を担 ってい ると主張 す る。 また,問 返 しの場
合 に内容補充 と相対補充 とで 「どんな」「etten」(内 容補充),「 なんの」「mWUSun」(相 対補充)
とい う形式 の使 い分 けが存在す る ことを指摘す る。
「第5章 形式名詞 の内容節」 では,外 の関係 の連体修飾 節の うち,被 修飾名詞が形式名詞
の場合を分析 す る。最初 に両言語 の形式名詞 を分類 し,形 式名 詞 の 中 に は接 続 助詞化 した り
(「ため に」 「ほどに」),ム ー ドの助動詞化 した り(「 ものだ」 「はずだ」)す るものがあ ることを
指摘す る。 その上 で,後 者 に関 して可能性 とい うムー ド的用法 を有 す る 「こと」(「ことがで き
る」「ことがあ る」)と 「swu」,ま たそれ との関わ りで 「一やす い」 と 「swipta」 を取 り上 げ両
形式 の意味,用 法を比較,対 照 している。
「第6章 文の名詞化 節」 で は,文 の名詞化 を行 な う際 に使 用す る名詞化要素 「こと」「の」
「ところ」,「一um」 「一ki」「kes」を取 り上 げ,そ れ らの名詞 化要素 の使 い分 けが何 による もの な
のかが,そ れ らの意味特性 と主節 の述語 の意味 との関 わ りか ら分析 され る。 その結果,日 本語
の場合 には,名 詞 化要素 の前 に 「とい う」形式 を挿 入 で きるか ど うか,名 詞化節 の表 わす行為
と主節 の表わす行為 との間 に 「同時性」 「瞬間性」 が存在す るか ど うか,韓 国語 の場 合 には,
名詞化要素が 「指示性」「動作性」「同時性」 とい う意 味特性 を有 す るか ど うか,が 使 い分 けの
決 め手 になって いる ことが明 らか にされ る。
「第7章 疑問文 の名詞化節」で は,疑 問文 を名詞 化 す る際 に使 用 され る 「か」 「nci」 形
式(疑 問文名詞化要素)が 検討 され る。 その結 果,疑 問文 名詞化要素 には,主 節 に対 して何 ら
かの疑念 を表 わす 「疑念 の提示」 という意味機 能 が見 られ る こと,疑 問文 の名詞化節 は主節 の
述語 との関係 か ら3種 に分類 で きること,さ らにそれ ら3種 の中に,格 関 係 の有無 によ って,
疑問文の名詞化節 が補足語 にな る場合か ら副詞 節 にな る場 合 へ とい う名 詞化節 の機能転移が見
られること,が 明 らかにされ る。
「第8章 結論」 で は,各 章 での考察 と結果 を簡 潔 に ま とめて提示す る。
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以上,本 論文 は,従 来 あま り取 り上 げ られ ることのなか った日本語 と韓 国語 の連体修飾節 と
名詞化節 を対象 とし,従 属節 と主節 とを繋 ぐ要素,あ るいは従属節を形成す る要素 に焦点 を当
て,対 照言語学 的な立場 に立 ちそれ らの形式 の統語 ・意味論的 な機能を分析することを通 して,
日 ・韓両言語 の特徴 を明 らか に しようとした もので ある。純粋 に対照言語学 的な観点 か ら見 れ
ば,若 干考察 の不十分 な点 も見 られ はす るが,両 言語 の従属節 に関す る先行研究 を十分 に踏 ま
え,豊 富 な実例 と手堅 い手法 によって両言語 の従属節 に関す る基本的な異 同点 を明 らかにす る
とともに,そ れぞれの言 語 の単独研究 か らだけで は得 られな い新 しい知見を示 し得 てい る点 に
おいて高 く評価す る ことがで きよう。
よって,本 論文の提出者 は,博 士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と
認 あ られ る。
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